
操作早見表
漢字表示付電話機の詳しい操作方法と漢字表示付電話機以外の操作については、
テレモアEX（WX-824-EX）の取扱説明書をご覧ください。

確認／会議 

文字 
設定／転送 

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12

3DEF
さ 2ABC

か 1あ 

6MNO
は 5JKL

な 4GHI
た 

9XYZ
らW8TUV

や 7QRS
まP

0記号 
わをん 

発 信 保 留 

登録メニュー／決定 
音量／検索 

履 

歴 

電
話
帳 

フック 

キャンセル 
内 線 

再ダイヤル 

クリア 
不 在 

短 縮 

検索メニュー 
マイク 

スピーカ 

不在ランプ 

表示される日時の設定は 
システム電話機で。 

液晶表示部 

 

ハンズフリー応答 
ランプ 

マイク 

ダイヤルボタン 

FFキー 

ワンタッチボタン 
個人短縮番号の 
80～89に対応 
上列左から：85～89 
下列左から：80～84

漢字表示付電話機

音量調節や電話帳等の検索で使います。

音量調節の場合

音が大きくなる：▲
音が小さくなる：▼

■通話中に押すと
受話音量を調節できます。

■スピーカ受話中に押すと
スピーカからの音量を調節できます。
・待ち受け中に調節するには　

スピーカ   
音量／検索 

 （▲、▼）  スピーカ 

■着信中に押すと
着信音量を調節できます。
・待ち受け中に調節するには　

スピーカ    7  1  
音量／検索 

 （▲、▼）  スピーカ 

電話帳等の検索の場合

前のデータに戻る：▲
次のデータに進む：▼

● 故障時は、お買い求めの販売店にご連絡願います。
● 修理、お取り扱い、お手入れなどのご相談は、「お客様相談センタ」へお問い合わせください。

8 0120-186102 9：00～12：00　13：00～17：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　（土、日、祝日、弊社指定休日を除く）

音量／検索 

音量／検索 

3発信
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創造と豊かな対話のために

通信営業本部　〒168-8501　東京都杉並区久我山1-7-41

No.37068_オモテ_WX512 操作早見表

内線電話機の中でシステム全体に関わる設定操作を行うことのできる電話機をシステム電話機と呼びます。
システム電話機では以下の設定ができます。

　日時設定 待ち受け時に液晶表示部に表示されている年月日、時刻の設定と変更ができます。

　夜間切替 昼間と夜間で外線を受ける電話機を切り替えることができます。

システム電話機 詳しい操作は「テレモアEX（WX-824-EX）」をご覧ください。

検索して
電話を
かける

1電話帳を表示

2かける相手を
検索

d

d

電
話
帳 

 （ ）

q  
音量／検索 

 （▲、▼）で検索方法（読み・グループ・ダイヤル）を選ぶ

  保 留 

登録メニュー／決定 

w  検索条件（読み（1～6文字）・グループ番号（0～9）・電話番号）を入力

  
音量／検索 

（▲、▼）で検索  保 留 

登録メニュー／決定 

発 信       通話

漢字電話帳を使って電話をかける

履歴を使って電話をかける

発信履歴／
着信履歴
から

1履歴を表示

3電話をかける

2かける相手を
選択

発信履歴の場合 ： 履 

歴  （ ）
着信履歴の場合 ： 履 

歴  （ ） ＋ 履 

歴  （ ）
d

d

音量／検索 

（▲、▼）でかける相手を選ぶ

発 信       通話

選択方法
前の履歴に戻る：▲
次の履歴に進む：▼

内線の便利機能

内線音声
呼出

着信音の代わりに音声で相手に呼びかけます。

   内線番号  1   呼びかける

内線ハンズ
フリー応答

内線から音声で呼び出されたとき受話器を取らずに応答できるので便利です。

設定は： スピーカ   ハンズフリー応答を設定したFFボタン  スピーカ 

応答は：音声で呼び出される （ハンズフリー応答ランプと着信ランプが点滅）
 電話機のマイクに向かって通話

内線代理
応答

呼び出されている電話機以外の電話機から内線を受けることができます。
同一グループ内の不在者席の電話に出るときなどに便利です。

      通話

一斉または
グループ
呼出

音声でグループ別に相手を呼び出すことができます。

    グループ番号 0 、 1  ～ 4 、 9   呼びかける
 ［受ける人 ］    

グループ呼出番号 0 .................一斉呼出（全グループ呼出）　
1  ～ 4 ......第1グループ～第4グループ　　
9 ..................構内放送用スピーカから呼出

ランプについて
内線ハンズフリー応答を設定していると、マイクランプが赤色に点灯

設定/解除は：スピーカ   ハンズフリー応答を設定したFFキー  スピーカ 

・FFキーの設定は、取扱説明書をお読みください。

ハンズフリー
応答ランプ

不在設定、不在転送のどちらかを設定していると、赤色に点灯

 不在設定 設定は： スピーカ   9  0     スピーカ 

 不在転送 設定は： スピーカ   9  0   転送先内線番号  スピーカ 

両機能とも、解除は： スピーカ   9  0     スピーカ 

・不在設定と不在転送の両方を同時に設定することはできません。

不在ランプ

多彩な転送機能を使う

待ち受け中に スピーカ   9 2     スピーカ 着信転送（個
別着信）を
セットする

● 解除するには  の代わりに  を
押します。

取付け時設定 

通話中に 保 留 

登録メニュー／決定 

  発 信  転送先の    相手が応答 
外線転送 

  
電話番号 したら

通話中に手動
で転送する
取付け時設定 

着信中に  短 縮 

検索メニュー 

5   設定されている転送先へ転送着信中に手動
で転送する

● 上記転送機能以外にも、システム電話機で設定を行う「ステップ転送」、「チェーン転送」、「ダブル鳴音
転送」、「VIP転送」などがあります。詳しくは、取扱説明書をご覧ください。

擬似話中返し機能を使う

  話し中にしたい 
外線 
  保 留 

登録メニュー／決定 

  
設定する

  解除したい 
外線 
  

解除する

取付け時設定 

音量／検索 

システム着信履歴を使う
システム着信 
履歴検索   

音量／検索 

 （▲、▼） で電話をかける履歴を選ぶ  表示する／
電話をかける

システム着信
履歴ボタンを
登録する

スピーカ  
文字 

設定／転送 
  設定したいFFキー  再ダイヤル 

クリア 

 4回  保 留 

登録メニュー／決定 

 スピーカ 

● 下記操作を参照し、あらかじめFFキーにシステム着信履歴を登録してください。

ISDN



1電話帳を表示
電
話
帳  （ ）

検索方法を選んで検索

読み検索　　　　　　　　　　　　

q
音量／検索 

（▲、▼） で「読み検索」を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

w 読みを入力（1～6文字）  
音量／検索 

（▲、▼） で検索  保 留 

登録メニュー／決定 

グループ検索　　　　　　　　　　

q
音量／検索 

 （▲、▼）で「グループ検索」を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

w グループ（0～9）番号を入力  
音量／検索 

（▲、▼）で検索  保 留 

登録メニュー／決定 

ダイヤル検索　　　　　　　　　　

q
音量／検索 

（▲、▼） で「ダイヤル検索」を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

w 電話番号を入力  
音量／検索 

（▲、▼） で検索  保 留 

登録メニュー／決定 

保 留 

登録メニュー／決定 

  「修正」が選択されているか確認  保 留 

登録メニュー／決定 

  修正する電話帳が表示

[名前を修正]

q
電
話
帳 

履 

歴 （ 、） でカーソルを移動
 再ダイヤル 

クリア 

 で文字を消去
w修正する
e 保 留 

登録メニュー／決定 

 で確定
[同様に、読み、電話番号、グループを修正]

修正確認画面になる  
音量／検索 

（▲、▼） で「上書き」を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

  登録確認画面になる  （約2秒後）待ち受け画面へ

電話帳を
修正する

3修正メニュー
を選択

4修正

5登録

2修正データを
選択

d

d

d
一文字消去： 再ダイヤル 

クリア 

全てを消去： 再ダイヤル 

クリア 

 （１秒以上）

修正方法は、  登録  操作の
手順 3～ 7を参照

d

履歴から
電話帳に
登録する

発信履歴の場合 ： 履 

歴  （ ）
着信履歴の場合 ： 履 

歴  （ ）  履 

歴  （ ）
1履歴を表示

2登録する相手
を選択

3登録

d
音量／検索 

（▲、▼）で登録する相手を
選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

q

音量／検索 

（▲、▼）  で「電話帳登録」
を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

 
登録確認画面へ

w登録する場合 ： 保 留 

登録メニュー／決定 

e登録確認画面になる
 （約2秒後）待ち受け画面へ

d

履歴登録

修正

No.37068_ウラ_WX512 操作早見表

登録を続ける
手順3から繰り返す

漢字変換
前の漢字候補に戻る：▲
次の漢字候補に進む：▼

続けて[太郎を入力]
手順3～4を行う

選択方法
前の履歴に戻る： ▲
次の履歴に進む： ▼

w 修正する場合
▼を押して「修正」を選ぶ 
保 留 

登録メニュー／決定 

  名前、グループなど
を修正  保 留 

登録メニュー／決定 

修正方法は、上記の  登録
操作の手順 3～ 7を参照

入力操作
一文字消去： 再ダイヤル 

クリア 

全てを消去： 再ダイヤル 

クリア 

（１秒以上）
カーソルを左に： 
カーソルを右に： 

5読み方を入力

6電話番号を
入力

7グループを
選択

8登録

9終了

d

d

d

d
保 留 

登録メニュー／決定 

  登録確認表示になる

 （約2秒後）電話帳入力画面へ

フック 

キャンセル 

音量／検索 

（▲、▼） でグループ（0～9）を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

・グループ分けしない時はグループ0を選ぶ

ダイヤルを押して電話番号（24ケタ以内）を入力  保 留 

登録メニュー／決定 

漢字電話帳に登録する
電話帳に
登録する

1電話帳登録
画面へ

2入力モードの
切替

3名前を入力
（「鈴木太郎」
と入力する
場合）

4漢字変換

d

d

d 音量／検索 

 （▲、▼）を目的の漢字が
出るまで何度か押す
 保 留 

登録メニュー／決定 

登録

保 留 

登録メニュー／決定 

  「電話帳登録」が選択されたままで 保 留 

登録メニュー／決定 

→「ひらがな」→「カタカナ」→「英字」→「数字」

[鈴木を入力]
す： 3  3回

ず： 履 

歴  （ ） でカーソルを右に
3  3回
0  4回（濁点）

き： 2  2回

d ワンタッチボタンに登録する

電話番号を
登録する

1登録を開始 スピーカ 

2登録

3電話番号を
入力

4終了

d

d

d

文字 
設定／転送   ワンタッチボタン
・ワンタッチボタンは個人短縮ダイヤルの80～89に対応

電話番号と  （24ケタ以内）  保 留 

登録メニュー／決定 

・続けて入力するには「2 登録」～「3 電話番号を入力」を行う

スピーカ 

待ち受け中に 
留守録 留守録

モードを
セットする

通話録音／留守録機能を使う（オプション）

留守録を
再生する

● 解除するには点灯している 留守録  を押
します。

待ち受け中に 
留守専用 
モード 

留守専用
モードを
セットする

● 解除するには点灯している 留守録  を押
します。

外線通話中に 
通話録音 通話を録音

する
● 終了するには点灯している 通話録音  を
押します。

通話録音を
再生する   

通話録音再生 
  再生中の電話機のボタンで操作

● ボタン操作は「留守録を再生する」と同じです。

応答
メッセージ
を再生する

  
留守録 

  2  （再生）  メッセージ番号

応答
メッセージ
を消去する

  
留守録 

  3  （消去）  メッセージ番号
● メッセージ番号は「応答メッセージを録音する」
と同じです。

  
留守録 

  1  （録音）  メッセージ  メッセージ  
留守録 

番号 を録音
応答
メッセージ
を録音する メッセージ

番号
1 ：応答メッセージ　 2  ： 留守専用　 3  ： 転送元
4 ：転送先　 5  ：転送の切断　

スピーカ   
文字 

設定／転送 
  設定したいFFキー  機能ボタン番号  保 留 

登録メニュー／決定 

 スピーカ 留守録機能
ボタンを
登録する 機能ボタン

番号

留守録 
 ： 6 3 　　

留守録再生 
 ： 6 9 1

通話録音 
 ： 6 9 0 　　

通話録音再生 
 ： 6 9 2 　留守録 留守録再生 

通話録音 通話録音再生 
、 

、 

、 

スピーカ   
文字 

設定／転送 
  設定したい   短 縮 

検索メニュー 

6 9 3    保 留 

登録メニュー／決定 

ワンタッチボタン

留守録機能
ボタンを
登録する

● メッセージ番号は「応答メッセージを録音する」
と同じです。

電
話
帳 

履 

歴 

保 留 

登録メニュー／決定 

  読み方を変更（6文字以下）  保 留 

登録メニュー／決定 

音量／検索 

音量／検索 

留守専用 
モード 

ボタン
操作

1  ： 戻り　 2  ： 繰り返し　 3  ： 送り　 4  ： 倍速再生／通常再生
5  ： 消去　 5 0  パスワード ：一括消去　

  留守録再生   再生中の電話機のボタンで操作

● 名前も登録するときは、取扱説明書「登録・設定編　ワンタッチボタンを登録する（個人短縮ダイヤル）」
をご覧ください。



1電話帳を表示
電
話
帳  （ ）

検索方法を選んで検索

読み検索　　　　　　　　　　　　

q
音量／検索 

（▲、▼） で「読み検索」を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

w 読みを入力（1～6文字）  
音量／検索 

（▲、▼） で検索  保 留 

登録メニュー／決定 

グループ検索　　　　　　　　　　

q
音量／検索 

 （▲、▼）で「グループ検索」を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

w グループ（0～9）番号を入力  
音量／検索 

（▲、▼）で検索  保 留 

登録メニュー／決定 

ダイヤル検索　　　　　　　　　　

q
音量／検索 

（▲、▼） で「ダイヤル検索」を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

w 電話番号を入力  
音量／検索 

（▲、▼） で検索  保 留 

登録メニュー／決定 

保 留 

登録メニュー／決定 

  「修正」が選択されているか確認  保 留 

登録メニュー／決定 

  修正する電話帳が表示

[名前を修正]

q
電
話
帳 

履 

歴 （ 、） でカーソルを移動
 再ダイヤル 

クリア 

 で文字を消去
w修正する
e 保 留 

登録メニュー／決定 

 で確定
[同様に、読み、電話番号、グループを修正]

修正確認画面になる  
音量／検索 

（▲、▼） で「上書き」を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

  登録確認画面になる  （約2秒後）待ち受け画面へ

電話帳を
修正する

3修正メニュー
を選択

4修正

5登録

2修正データを
選択

d

d

d
一文字消去： 再ダイヤル 

クリア 

全てを消去： 再ダイヤル 

クリア 

 （１秒以上）

修正方法は、  登録  操作の
手順 3～ 7を参照

d

履歴から
電話帳に
登録する

発信履歴の場合 ： 履 

歴  （ ）
着信履歴の場合 ： 履 

歴  （ ）  履 

歴  （ ）
1履歴を表示

2登録する相手
を選択

3登録

d
音量／検索 

（▲、▼）で登録する相手を
選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

q

音量／検索 

（▲、▼）  で「電話帳登録」
を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

 
登録確認画面へ

w登録する場合 ： 保 留 

登録メニュー／決定 

e登録確認画面になる
 （約2秒後）待ち受け画面へ

d

履歴登録

修正

No.37068_ウラ_WX512 操作早見表

登録を続ける
手順3から繰り返す

漢字変換
前の漢字候補に戻る：▲
次の漢字候補に進む：▼

続けて[太郎を入力]
手順3～4を行う

選択方法
前の履歴に戻る： ▲
次の履歴に進む： ▼

w 修正する場合
▼を押して「修正」を選ぶ 
保 留 

登録メニュー／決定 

  名前、グループなど
を修正  保 留 

登録メニュー／決定 

修正方法は、上記の  登録
操作の手順 3～ 7を参照

入力操作
一文字消去： 再ダイヤル 

クリア 

全てを消去： 再ダイヤル 

クリア 

（１秒以上）
カーソルを左に： 
カーソルを右に： 

5読み方を入力

6電話番号を
入力

7グループを
選択

8登録

9終了

d

d

d

d
保 留 

登録メニュー／決定 

  登録確認表示になる

 （約2秒後）電話帳入力画面へ

フック 

キャンセル 

音量／検索 

（▲、▼） でグループ（0～9）を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

・グループ分けしない時はグループ0を選ぶ

ダイヤルを押して電話番号（24ケタ以内）を入力  保 留 

登録メニュー／決定 

漢字電話帳に登録する
電話帳に
登録する

1電話帳登録
画面へ

2入力モードの
切替

3名前を入力
（「鈴木太郎」
と入力する
場合）

4漢字変換

d

d

d 音量／検索 

 （▲、▼）を目的の漢字が
出るまで何度か押す
 保 留 

登録メニュー／決定 

登録

保 留 

登録メニュー／決定 

  「電話帳登録」が選択されたままで 保 留 

登録メニュー／決定 

→「ひらがな」→「カタカナ」→「英字」→「数字」

[鈴木を入力]
す： 3  3回

ず： 履 

歴  （ ） でカーソルを右に
3  3回
0  4回（濁点）

き： 2  2回

d ワンタッチボタンに登録する

電話番号を
登録する

1登録を開始 スピーカ 

2登録

3電話番号を
入力

4終了

d

d

d

文字 
設定／転送   ワンタッチボタン
・ワンタッチボタンは個人短縮ダイヤルの80～89に対応

電話番号と  （24ケタ以内）  保 留 

登録メニュー／決定 

・続けて入力するには「2 登録」～「3 電話番号を入力」を行う

スピーカ 

待ち受け中に 
留守録 留守録

モードを
セットする

通話録音／留守録機能を使う（オプション）

留守録を
再生する

● 解除するには点灯している 留守録  を押
します。

待ち受け中に 
留守専用 
モード 

留守専用
モードを
セットする

● 解除するには点灯している 留守録  を押
します。

外線通話中に 
通話録音 通話を録音

する
● 終了するには点灯している 通話録音  を
押します。

通話録音を
再生する   

通話録音再生 
  再生中の電話機のボタンで操作

● ボタン操作は「留守録を再生する」と同じです。

応答
メッセージ
を再生する

  
留守録 

  2  （再生）  メッセージ番号

応答
メッセージ
を消去する

  
留守録 

  3  （消去）  メッセージ番号
● メッセージ番号は「応答メッセージを録音する」
と同じです。

  
留守録 

  1  （録音）  メッセージ  メッセージ  
留守録 

番号 を録音
応答
メッセージ
を録音する メッセージ

番号
1 ：応答メッセージ　 2  ： 留守専用　 3  ： 転送元
4 ：転送先　 5  ：転送の切断　

スピーカ   
文字 

設定／転送 
  設定したいFFキー  機能ボタン番号  保 留 

登録メニュー／決定 

 スピーカ 留守録機能
ボタンを
登録する 機能ボタン

番号

留守録 
 ： 6 3 　　

留守録再生 
 ： 6 9 1

通話録音 
 ： 6 9 0 　　

通話録音再生 
 ： 6 9 2 　留守録 留守録再生 

通話録音 通話録音再生 
、 

、 

、 

スピーカ   
文字 

設定／転送 
  設定したい   短 縮 

検索メニュー 

6 9 3    保 留 

登録メニュー／決定 

ワンタッチボタン

留守録機能
ボタンを
登録する

● メッセージ番号は「応答メッセージを録音する」
と同じです。

電
話
帳 

履 

歴 

保 留 

登録メニュー／決定 

  読み方を変更（6文字以下）  保 留 

登録メニュー／決定 

音量／検索 

音量／検索 

留守専用 
モード 

ボタン
操作

1  ： 戻り　 2  ： 繰り返し　 3  ： 送り　 4  ： 倍速再生／通常再生
5  ： 消去　 5 0  パスワード ：一括消去　

  留守録再生   再生中の電話機のボタンで操作

● 名前も登録するときは、取扱説明書「登録・設定編　ワンタッチボタンを登録する（個人短縮ダイヤル）」
をご覧ください。



1電話帳を表示
電
話
帳  （ ）

検索方法を選んで検索

読み検索　　　　　　　　　　　　

q
音量／検索 

（▲、▼） で「読み検索」を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

w 読みを入力（1～6文字）  
音量／検索 

（▲、▼） で検索  保 留 

登録メニュー／決定 

グループ検索　　　　　　　　　　

q
音量／検索 

 （▲、▼）で「グループ検索」を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

w グループ（0～9）番号を入力  
音量／検索 

（▲、▼）で検索  保 留 

登録メニュー／決定 

ダイヤル検索　　　　　　　　　　

q
音量／検索 

（▲、▼） で「ダイヤル検索」を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

w 電話番号を入力  
音量／検索 

（▲、▼） で検索  保 留 

登録メニュー／決定 

保 留 

登録メニュー／決定 

  「修正」が選択されているか確認  保 留 

登録メニュー／決定 

  修正する電話帳が表示

[名前を修正]

q
電
話
帳 

履 

歴 （ 、） でカーソルを移動
 再ダイヤル 

クリア 

 で文字を消去
w修正する
e 保 留 

登録メニュー／決定 

 で確定
[同様に、読み、電話番号、グループを修正]

修正確認画面になる  
音量／検索 

（▲、▼） で「上書き」を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

  登録確認画面になる  （約2秒後）待ち受け画面へ

電話帳を
修正する

3修正メニュー
を選択

4修正

5登録

2修正データを
選択

d

d

d
一文字消去： 再ダイヤル 

クリア 

全てを消去： 再ダイヤル 

クリア 

 （１秒以上）

修正方法は、  登録  操作の
手順 3～ 7を参照

d

履歴から
電話帳に
登録する

発信履歴の場合 ： 履 

歴  （ ）
着信履歴の場合 ： 履 

歴  （ ）  履 

歴  （ ）
1履歴を表示

2登録する相手
を選択

3登録

d
音量／検索 

（▲、▼）で登録する相手を
選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

q

音量／検索 

（▲、▼）  で「電話帳登録」
を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

 
登録確認画面へ

w登録する場合 ： 保 留 

登録メニュー／決定 

e登録確認画面になる
 （約2秒後）待ち受け画面へ

d

履歴登録

修正

No.37068_ウラ_WX512 操作早見表

登録を続ける
手順3から繰り返す

漢字変換
前の漢字候補に戻る：▲
次の漢字候補に進む：▼

続けて[太郎を入力]
手順3～4を行う

選択方法
前の履歴に戻る： ▲
次の履歴に進む： ▼

w 修正する場合
▼を押して「修正」を選ぶ 
保 留 

登録メニュー／決定 

  名前、グループなど
を修正  保 留 

登録メニュー／決定 

修正方法は、上記の  登録
操作の手順 3～ 7を参照

入力操作
一文字消去： 再ダイヤル 

クリア 

全てを消去： 再ダイヤル 

クリア 

（１秒以上）
カーソルを左に： 
カーソルを右に： 

5読み方を入力

6電話番号を
入力

7グループを
選択

8登録

9終了

d

d

d

d
保 留 

登録メニュー／決定 

  登録確認表示になる

 （約2秒後）電話帳入力画面へ

フック 

キャンセル 

音量／検索 

（▲、▼） でグループ（0～9）を選ぶ  保 留 

登録メニュー／決定 

・グループ分けしない時はグループ0を選ぶ

ダイヤルを押して電話番号（24ケタ以内）を入力  保 留 

登録メニュー／決定 

漢字電話帳に登録する
電話帳に
登録する

1電話帳登録
画面へ

2入力モードの
切替

3名前を入力
（「鈴木太郎」
と入力する
場合）

4漢字変換

d

d

d 音量／検索 

 （▲、▼）を目的の漢字が
出るまで何度か押す
 保 留 

登録メニュー／決定 

登録

保 留 

登録メニュー／決定 

  「電話帳登録」が選択されたままで 保 留 

登録メニュー／決定 

→「ひらがな」→「カタカナ」→「英字」→「数字」

[鈴木を入力]
す： 3  3回

ず： 履 

歴  （ ） でカーソルを右に
3  3回
0  4回（濁点）

き： 2  2回

d ワンタッチボタンに登録する

電話番号を
登録する

1登録を開始 スピーカ 

2登録

3電話番号を
入力

4終了

d

d

d

文字 
設定／転送   ワンタッチボタン
・ワンタッチボタンは個人短縮ダイヤルの80～89に対応

電話番号と  （24ケタ以内）  保 留 

登録メニュー／決定 

・続けて入力するには「2 登録」～「3 電話番号を入力」を行う

スピーカ 

待ち受け中に 
留守録 留守録

モードを
セットする

通話録音／留守録機能を使う（オプション）

留守録を
再生する

● 解除するには点灯している 留守録  を押
します。

待ち受け中に 
留守専用 
モード 

留守専用
モードを
セットする

● 解除するには点灯している 留守録  を押
します。

外線通話中に 
通話録音 通話を録音

する
● 終了するには点灯している 通話録音  を
押します。

通話録音を
再生する   

通話録音再生 
  再生中の電話機のボタンで操作

● ボタン操作は「留守録を再生する」と同じです。

応答
メッセージ
を再生する

  
留守録 

  2  （再生）  メッセージ番号

応答
メッセージ
を消去する

  
留守録 

  3  （消去）  メッセージ番号
● メッセージ番号は「応答メッセージを録音する」
と同じです。

  
留守録 

  1  （録音）  メッセージ  メッセージ  
留守録 

番号 を録音
応答
メッセージ
を録音する メッセージ

番号
1 ：応答メッセージ　 2  ： 留守専用　 3  ： 転送元
4 ：転送先　 5  ：転送の切断　

スピーカ   
文字 

設定／転送 
  設定したいFFキー  機能ボタン番号  保 留 

登録メニュー／決定 

 スピーカ 留守録機能
ボタンを
登録する 機能ボタン

番号

留守録 
 ： 6 3 　　

留守録再生 
 ： 6 9 1

通話録音 
 ： 6 9 0 　　

通話録音再生 
 ： 6 9 2 　留守録 留守録再生 

通話録音 通話録音再生 
、 

、 

、 

スピーカ   
文字 

設定／転送 
  設定したい   短 縮 

検索メニュー 

6 9 3    保 留 

登録メニュー／決定 

ワンタッチボタン

留守録機能
ボタンを
登録する

● メッセージ番号は「応答メッセージを録音する」
と同じです。

電
話
帳 

履 

歴 

保 留 

登録メニュー／決定 

  読み方を変更（6文字以下）  保 留 

登録メニュー／決定 

音量／検索 

音量／検索 

留守専用 
モード 

ボタン
操作

1  ： 戻り　 2  ： 繰り返し　 3  ： 送り　 4  ： 倍速再生／通常再生
5  ： 消去　 5 0  パスワード ：一括消去　

  留守録再生   再生中の電話機のボタンで操作

● 名前も登録するときは、取扱説明書「登録・設定編　ワンタッチボタンを登録する（個人短縮ダイヤル）」
をご覧ください。



操作早見表
漢字表示付電話機の詳しい操作方法と漢字表示付電話機以外の操作については、
テレモアEX（WX-824-EX）の取扱説明書をご覧ください。

確認／会議 

文字 
設定／転送 

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12

3DEF
さ 2ABC

か 1あ 

6MNO
は 5JKL

な 4GHI
た 

9XYZ
らW8TUV

や 7QRS
まP

0記号 
わをん 

発 信 保 留 

登録メニュー／決定 
音量／検索 

履 

歴 

電
話
帳 

フック 

キャンセル 
内 線 

再ダイヤル 

クリア 
不 在 

短 縮 

検索メニュー 
マイク 

スピーカ 

不在ランプ 

表示される日時の設定は 
システム電話機で。 

液晶表示部 

 

ハンズフリー応答 
ランプ 

マイク 

ダイヤルボタン 

FFキー 

ワンタッチボタン 
個人短縮番号の 
80～89に対応 
上列左から：85～89 
下列左から：80～84

漢字表示付電話機

音量調節や電話帳等の検索で使います。

音量調節の場合

音が大きくなる：▲
音が小さくなる：▼

■通話中に押すと
受話音量を調節できます。

■スピーカ受話中に押すと
スピーカからの音量を調節できます。
・待ち受け中に調節するには　

スピーカ   
音量／検索 

 （▲、▼）  スピーカ 

■着信中に押すと
着信音量を調節できます。
・待ち受け中に調節するには　

スピーカ    7  1  
音量／検索 

 （▲、▼）  スピーカ 

電話帳等の検索の場合

前のデータに戻る：▲
次のデータに進む：▼

● 故障時は、お買い求めの販売店にご連絡願います。
● 修理、お取り扱い、お手入れなどのご相談は、「お客様相談センタ」へお問い合わせください。

8 0120-186102 9：00～12：00　13：00～17：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　（土、日、祝日、弊社指定休日を除く）

音量／検索 

音量／検索 

3発信

TML129561

創造と豊かな対話のために

通信営業本部　〒168-8501　東京都杉並区久我山1-7-41

No.37068_オモテ_WX512 操作早見表

内線電話機の中でシステム全体に関わる設定操作を行うことのできる電話機をシステム電話機と呼びます。
システム電話機では以下の設定ができます。

　日時設定 待ち受け時に液晶表示部に表示されている年月日、時刻の設定と変更ができます。

　夜間切替 昼間と夜間で外線を受ける電話機を切り替えることができます。

システム電話機 詳しい操作は「テレモアEX（WX-824-EX）」をご覧ください。

検索して
電話を
かける

1電話帳を表示

2かける相手を
検索

d

d

電
話
帳 

 （ ）

q  
音量／検索 

 （▲、▼）で検索方法（読み・グループ・ダイヤル）を選ぶ

  保 留 

登録メニュー／決定 

w  検索条件（読み（1～6文字）・グループ番号（0～9）・電話番号）を入力

  
音量／検索 

（▲、▼）で検索  保 留 

登録メニュー／決定 

発 信       通話

漢字電話帳を使って電話をかける

履歴を使って電話をかける

発信履歴／
着信履歴
から

1履歴を表示

3電話をかける

2かける相手を
選択

発信履歴の場合 ： 履 

歴  （ ）
着信履歴の場合 ： 履 

歴  （ ） ＋ 履 

歴  （ ）
d

d

音量／検索 

（▲、▼）でかける相手を選ぶ

発 信       通話

選択方法
前の履歴に戻る：▲
次の履歴に進む：▼

内線の便利機能

内線音声
呼出

着信音の代わりに音声で相手に呼びかけます。

   内線番号  1   呼びかける

内線ハンズ
フリー応答

内線から音声で呼び出されたとき受話器を取らずに応答できるので便利です。

設定は： スピーカ   ハンズフリー応答を設定したFFボタン  スピーカ 

応答は：音声で呼び出される （ハンズフリー応答ランプと着信ランプが点滅）
 電話機のマイクに向かって通話

内線代理
応答

呼び出されている電話機以外の電話機から内線を受けることができます。
同一グループ内の不在者席の電話に出るときなどに便利です。

      通話

一斉または
グループ
呼出

音声でグループ別に相手を呼び出すことができます。

    グループ番号 0 、 1  ～ 4 、 9   呼びかける
 ［受ける人 ］    

グループ呼出番号 0 .................一斉呼出（全グループ呼出）　
1  ～ 4 ......第1グループ～第4グループ　　
9 ..................構内放送用スピーカから呼出

ランプについて
内線ハンズフリー応答を設定していると、マイクランプが赤色に点灯

設定/解除は：スピーカ   ハンズフリー応答を設定したFFキー  スピーカ 

・FFキーの設定は、取扱説明書をお読みください。

ハンズフリー
応答ランプ

不在設定、不在転送のどちらかを設定していると、赤色に点灯

 不在設定 設定は： スピーカ   9  0     スピーカ 

 不在転送 設定は： スピーカ   9  0   転送先内線番号  スピーカ 

両機能とも、解除は： スピーカ   9  0     スピーカ 

・不在設定と不在転送の両方を同時に設定することはできません。

不在ランプ

多彩な転送機能を使う

待ち受け中に スピーカ   9 2     スピーカ 着信転送（個
別着信）を
セットする

● 解除するには  の代わりに  を
押します。

取付け時設定 

通話中に 保 留 

登録メニュー／決定 

  発 信  転送先の    相手が応答 
外線転送 

  
電話番号 したら

通話中に手動
で転送する
取付け時設定 

着信中に  短 縮 

検索メニュー 

5   設定されている転送先へ転送着信中に手動
で転送する

● 上記転送機能以外にも、システム電話機で設定を行う「ステップ転送」、「チェーン転送」、「ダブル鳴音
転送」、「VIP転送」などがあります。詳しくは、取扱説明書をご覧ください。

擬似話中返し機能を使う

  話し中にしたい 
外線 
  保 留 

登録メニュー／決定 

  
設定する

  解除したい 
外線 
  

解除する

取付け時設定 

音量／検索 

システム着信履歴を使う
システム着信 
履歴検索   

音量／検索 

 （▲、▼） で電話をかける履歴を選ぶ  表示する／
電話をかける

システム着信
履歴ボタンを
登録する

スピーカ  
文字 

設定／転送 
  設定したいFFキー  再ダイヤル 

クリア 

 4回  保 留 

登録メニュー／決定 

 スピーカ 

● 下記操作を参照し、あらかじめFFキーにシステム着信履歴を登録してください。

ISDN



操作早見表
漢字表示付電話機の詳しい操作方法と漢字表示付電話機以外の操作については、
テレモアEX（WX-824-EX）の取扱説明書をご覧ください。

確認／会議 

文字 
設定／転送 

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12

3DEF
さ 2ABC

か 1あ 

6MNO
は 5JKL

な 4GHI
た 

9XYZ
らW8TUV

や 7QRS
まP

0記号 
わをん 

発 信 保 留 

登録メニュー／決定 
音量／検索 

履 

歴 

電
話
帳 

フック 

キャンセル 
内 線 

再ダイヤル 

クリア 
不 在 

短 縮 

検索メニュー 
マイク 

スピーカ 

不在ランプ 

表示される日時の設定は 
システム電話機で。 

液晶表示部 

 

ハンズフリー応答 
ランプ 

マイク 

ダイヤルボタン 

FFキー 

ワンタッチボタン 
個人短縮番号の 
80～89に対応 
上列左から：85～89 
下列左から：80～84

漢字表示付電話機

音量調節や電話帳等の検索で使います。

音量調節の場合

音が大きくなる：▲
音が小さくなる：▼

■通話中に押すと
受話音量を調節できます。

■スピーカ受話中に押すと
スピーカからの音量を調節できます。
・待ち受け中に調節するには　

スピーカ   
音量／検索 

 （▲、▼）  スピーカ 

■着信中に押すと
着信音量を調節できます。
・待ち受け中に調節するには　

スピーカ    7  1  
音量／検索 

 （▲、▼）  スピーカ 

電話帳等の検索の場合

前のデータに戻る：▲
次のデータに進む：▼

● 故障時は、お買い求めの販売店にご連絡願います。
● 修理、お取り扱い、お手入れなどのご相談は、「お客様相談センタ」へお問い合わせください。

8 0120-186102 9：00～12：00　13：00～17：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　（土、日、祝日、弊社指定休日を除く）

音量／検索 

音量／検索 

3発信

TML129561

創造と豊かな対話のために

通信営業本部　〒168-8501　東京都杉並区久我山1-7-41

No.37068_オモテ_WX512 操作早見表

内線電話機の中でシステム全体に関わる設定操作を行うことのできる電話機をシステム電話機と呼びます。
システム電話機では以下の設定ができます。

　日時設定 待ち受け時に液晶表示部に表示されている年月日、時刻の設定と変更ができます。

　夜間切替 昼間と夜間で外線を受ける電話機を切り替えることができます。

システム電話機 詳しい操作は「テレモアEX（WX-824-EX）」をご覧ください。

検索して
電話を
かける

1電話帳を表示

2かける相手を
検索

d

d

電
話
帳 

 （ ）

q  
音量／検索 

 （▲、▼）で検索方法（読み・グループ・ダイヤル）を選ぶ

  保 留 

登録メニュー／決定 

w  検索条件（読み（1～6文字）・グループ番号（0～9）・電話番号）を入力

  
音量／検索 

（▲、▼）で検索  保 留 

登録メニュー／決定 

発 信       通話

漢字電話帳を使って電話をかける

履歴を使って電話をかける

発信履歴／
着信履歴
から

1履歴を表示

3電話をかける

2かける相手を
選択

発信履歴の場合 ： 履 

歴  （ ）
着信履歴の場合 ： 履 

歴  （ ） ＋ 履 

歴  （ ）
d

d

音量／検索 

（▲、▼）でかける相手を選ぶ

発 信       通話

選択方法
前の履歴に戻る：▲
次の履歴に進む：▼

内線の便利機能

内線音声
呼出

着信音の代わりに音声で相手に呼びかけます。

   内線番号  1   呼びかける

内線ハンズ
フリー応答

内線から音声で呼び出されたとき受話器を取らずに応答できるので便利です。

設定は： スピーカ   ハンズフリー応答を設定したFFボタン  スピーカ 

応答は：音声で呼び出される （ハンズフリー応答ランプと着信ランプが点滅）
 電話機のマイクに向かって通話

内線代理
応答

呼び出されている電話機以外の電話機から内線を受けることができます。
同一グループ内の不在者席の電話に出るときなどに便利です。

      通話

一斉または
グループ
呼出

音声でグループ別に相手を呼び出すことができます。

    グループ番号 0 、 1  ～ 4 、 9   呼びかける
 ［受ける人 ］    

グループ呼出番号 0 .................一斉呼出（全グループ呼出）　
1  ～ 4 ......第1グループ～第4グループ　　
9 ..................構内放送用スピーカから呼出

ランプについて
内線ハンズフリー応答を設定していると、マイクランプが赤色に点灯

設定/解除は：スピーカ   ハンズフリー応答を設定したFFキー  スピーカ 

・FFキーの設定は、取扱説明書をお読みください。

ハンズフリー
応答ランプ

不在設定、不在転送のどちらかを設定していると、赤色に点灯

 不在設定 設定は： スピーカ   9  0     スピーカ 

 不在転送 設定は： スピーカ   9  0   転送先内線番号  スピーカ 

両機能とも、解除は： スピーカ   9  0     スピーカ 

・不在設定と不在転送の両方を同時に設定することはできません。

不在ランプ

多彩な転送機能を使う

待ち受け中に スピーカ   9 2     スピーカ 着信転送（個
別着信）を
セットする

● 解除するには  の代わりに  を
押します。

取付け時設定 

通話中に 保 留 

登録メニュー／決定 

  発 信  転送先の    相手が応答 
外線転送 

  
電話番号 したら

通話中に手動
で転送する
取付け時設定 

着信中に  短 縮 

検索メニュー 

5   設定されている転送先へ転送着信中に手動
で転送する

● 上記転送機能以外にも、システム電話機で設定を行う「ステップ転送」、「チェーン転送」、「ダブル鳴音
転送」、「VIP転送」などがあります。詳しくは、取扱説明書をご覧ください。

擬似話中返し機能を使う

  話し中にしたい 
外線 
  保 留 

登録メニュー／決定 

  
設定する

  解除したい 
外線 
  

解除する

取付け時設定 

音量／検索 

システム着信履歴を使う
システム着信 
履歴検索   

音量／検索 

 （▲、▼） で電話をかける履歴を選ぶ  表示する／
電話をかける

システム着信
履歴ボタンを
登録する

スピーカ  
文字 

設定／転送 
  設定したいFFキー  再ダイヤル 

クリア 

 4回  保 留 

登録メニュー／決定 

 スピーカ 

● 下記操作を参照し、あらかじめFFキーにシステム着信履歴を登録してください。
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